
 

 
様式１（専門職によるアドバイス支援事業 依頼書） 

 

平成２９年 ６月３０日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（依頼者） 

                  〒222-0001 

住所 ： 神奈川県横浜市港北区樽町4-8-24 

事業者名 ： 日圧総業株式会社 

担当者所属 ： BU28 

担当者名 ： 森 厚弘 

電話番号 ： 045-543-1279 

電子メールアドレス ： amori@jst-mfg.com 

 

専門職によるアドバイス支援事業 依頼書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の一環として行う、介護ロボット等の「専門職によるアド

バイス支援事業」について、下記の書類を提出して依頼します。 

 

 

記 

 

１．専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書（別紙） 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．これまでの福祉用具・介護ロボットの開発実績がわかる書類（任意様式） 

※実績がない場合は、提出不要 

 

 

 

（書類の取り扱い等について） 

○ ご提出いただく「専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書（別紙）」は、介護施設等とのマッチン

グのために公開いたします。公開可能な範囲において、できる限り記載してください。 

○ 「専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書（別紙）」は、介護施設等とのマッチングに際して、イ

ンターネット等を通じて登録協力施設等へ情報提供します。 

○ 依頼する案件について、適切なアドバイスが行える介護施設又は団体等が現れない場合には、実施できな

い場合もあることを予めご承知ください。 

 

 

 

 

企業等 



1 

 

 

（別紙） 

平成２９年 ６月３０日 

 

専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書 

 

１．事業の種類（いずれか希望する方に○印を付けるか、事務局までご相談ください。） 

１．介護職員等との意見交換  

２．専門職によるアドバイス支援 ○ 

 

２．依頼者の概要 

企業名 日圧総業株式会社 

担当者名 BU28 森 厚弘 

担当者連絡先 

住所 
〒222-0001 

神奈川県横浜市港北区樽町4-8-24 

電話 045-543-1279 

電子メールアドレス amori@jst-mfg.com 

主たる業務 電子部品製造販売 

主要な製品 電子機器向接続用部品全般 

希望する施設等の

種類・職種等 

地域内の独居高齢者（自立生活が出来ている高齢者）への見守り支援やサポー 

ト等を行っている地方自治体担当部門や施設、同様のサービス提供を行ってい 

る事業体や地域ケアセンター、ボランティア団体等 

その他 
一般的な使用のひとつとして遠隔地に独居高齢親族を持つ家族等も主たる対象 

としている。 

 

３．機器開発コンセプトあるいは試作機の概要（可能な範囲でご記入ください） 

機器の名称（仮称） 簡易見守り機能付コミュニケーションアシストロボット機器 

試作機の有無及び 

機器のコンセプト 

（試作機あれば写真

を添付） 

試作機の有無 ○1 ．有り  ・  ２．無し 

機器の目的及び特徴 

内蔵されているスマートフォンの専用アプリと本機ボタン操作連動によりメール機

能の簡易使用を可能とし、内蔵センサーにより遠隔簡易見守り機能も有する。 

想定する使用者及

び使用方法、使用

環境 

使用者、使用方法、使用環境 

一般的な自立生活を送れている独居高齢者や視覚障害者等を使用対象とし、スマホ 

使用によりWifi等通信環境に左右されずに家内の任意な場所に設置が可能。 

現在の開発状況と

課題 

機器本体のデザインや基本機能動作の確認検証はほぼ終了しているが、イレギュラ 

―な状況での不具合発生確認や動作復帰等の実証を試作機において随時実施してお 

り、実使用においての使い易さをどこまで高められるかが今後の課題と考える。 

特にアドバイス

（意見交換）を希

望している事項 

基本機能であるメール受信音声読上げ、音声送信に加え外出モードや遠隔センサー 

チェックによる見守り等様々なオプション機能を備えているが、それら機能の実使用 

における有益性の有無について専門的な意見を頂きたい。 

その他 
将来的な販売時においてどのような取組みが必要なのかのアドバイスも出来れば希

望致します。 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 



見守り機能付コミュニケーションアシストツール
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開発コンセプト

高機能化しているスマートフォンを独居高齢者や障害者
とのコミュニケーション及び見守り機器として双方向に
て活用することを目的とし、機器の簡素化による操作性
を最優先したデジタルアシスト機器として開発。

既に市場に溢れている高機能型見守りシステムとは異な
り、スマートフォンの持つ通信機器としての利便性と手
軽さを活用し、簡易コミュニケーション機能と人感セン
サーによる日常/非日常の確認だけに機能を特化し高齢
者・障害者にも扱い易い操作性を実現する。
更に維持経費も通信費用のみと経済的負担の少ない見守
り生活支援機器として一般普及を目指す。

福祉機器と家電製品との融合 ： 福祉家電



・独居高齢者/視覚障害者
⇒ 一般生活において自立生活可能な独居高齢者・障害者が主対象

・遠隔地にいる家族、親族

・地域社会（自治体、医療機関、介護施設及び関連企業等）
⇒地域内独居老人の生活支援や定期的見守り巡回を行っている自治体

並びに施設、関連企業

ターゲット市場

世帯構造推移（平成26年度厚生労働省調査）

＊高齢者：65歳以上

総世帯数 高齢者世帯（構成比） 単独高齢者世帯（構成比）

平成10年 4,449万 561万 12.6% 272万 48.5%

平成22年 4,863万 1,020万 21.0% 501万 49.2%

平成26年 5,043万 1,221万 24.2% 595万 48.8%



開発経緯

設計当初はスマートフォン用充電クレー
ドルタイプとして開発
将来的なスマホ単独使用も考慮

「専門職によるアドバイス支援事業」に応募

専門職アドバイスによりスマートフォン
を内蔵化 ⇒ 使用機能を特化
外観的にも日常生活において親しみのあ
るデザインに一新

初期コンセプト



機器構成



● 感知範囲内を通過時に未読メールを自動告知
● センサー感知最新時刻をメール送信により任意に確認

特許出願中基本機能

● 受信用ボタン：受信メールの自動音声読上げ
● 返信用ボタン：音声録音後登録先アドレスに自動送信

簡易ボタンによるワンプッシュ操作の実現

人感センサーの活用

赤外線リモコン機能搭載による遠隔操作

ボリューム機能内蔵による音量調整機能



様々な通知機能

メール受信時における通知機能

① 音声による通知
② 操作ボタンの点滅による通知

③ モーションによる通知



コミュニケーション機能①



コミュニケーション機能②



人感センサー機能活用

メール受信通知機能

見守り通知機能

未読メールがある時にセンサー
感知範囲内に入ると自動通知

任意にセンサー感知ログの確認
が可能



簡易メッセージ機能



その他機能

待機時 スリープモード



画面操作①

登録先設定



画面操作②

外出モード設定



本機の利点：スマートフォンの活用

スマホ活用により従来の専用機器を上回る柔軟性を実現

双方向においてスマホを使用する事による安価な維持経費使用を実現

専用アプリの改良により様々なカスタマイズや機能拡張が可能

特殊な通信環境準備は不要 ⇒ 設置場所変更が容易




















